
 

 

 

 

食文化シンポジウム「すし文化で知る紀州の豊かさ」の開催延期について 

 

 令和６年２月８日付けで資料提供を行いました下記の食文化シンポジウム「すし文化で知る紀州の豊

かさ」について、その開催が延期となりましたので、お知らせします。 

 なお、延期後の開催時期及びその詳細については、決定次第改めてお知らせします。 

 

記 

 

１  日 時  令和６年２月１８日(日) 13：30～16：30 (開場 13：00) 

 

２  場 所  県民交流プラザ和歌山ビッグ愛 ９階 会議室 C 

 

３  主 催  和歌山県 NPO サポートセンター 

 

資料提供日： 令和６年２月９日 

担当課 和歌山県NPOサポートセンター 県民活動団体室 

担当 森下 山中 

電話 073-435-5424 073-441-2369 延期 



 

 

 

 

食文化シンポジウム「すし文化で知る紀州の豊かさ」 

～郷土料理・伝承料理の活用と継承を考える～ 
 

 

 

 

 

１  日 時  令和６年２月１８日(日)13：30～16：30 (開場 13：00) 

２  場 所  県民交流プラザ和歌山ビッグ愛 ９階 会議室 C(オンライン参加(ZOOM)も可能) 

３  内 容     

〇基調講演(13：30～14：30) 

       「日本のすしの歴史と和歌山県のすし」 

講師：日比野 光敏氏  

(清水すしミュージアム名誉館長 愛知淑徳大学 教職 司書・学芸員教育センター教授) 

〇ディスカッション(14：45～16：30) 

  【パネラー】 

       ・雑賀 俊光氏(株式会社九重雑賀 代表取締役社長) 

       ・栗林 照代氏(橋本市生活研究グループ連絡協議会会長 （柿の葉寿司）) 

       ・岩崎 典明氏(和歌山市 弥助寿司5 代目 （なれ寿司 はや寿司）) 

       ・藤本 美由紀氏(紀の川市 じゅげむ 2代目 （じゃこ寿司 あゆ寿司）) 

    【コメンテーター】 

      日比野 光敏氏 

    【コーディネーター】 

      鈴木 裕範氏(和歌山大学客員教授)   

４  定 員  会場参加５０名 オンライン参加５０名 

５  参加費  無料 

６  申 込  電話、メール、FAX、QRコードより申し込み  

７  主 催  和歌山県NPO サポートセンター 

 

 

 

資料提供日： 令和６年２月８日 

担当課 和歌山県NPOサポートセンター 県民活動団体室 

担当 森下 山中 

電話 073-435-5424 073-441-2369 

【申込み・問合先】  

和歌山県NPOサポートセンター  

和歌山市手平 2-1-2 県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 9階 

TEL 073-435-5424 FAX 073-435-5425 

Mail info@wakayama-npo.jp 

参加者募集 

和歌山県 NPO サポートセンターでは、多様な主体との連携や協働の促進を目的

に、交流の場の提供や機会づくりに取り組んでいます。 

今回は、紀ノ川流域の郷土食であるすしについて、日本のすし文化研究の第一

人者を講師に迎え、郷土食がもつ重要性と必要性を学び、交流を図ります。 

 

mailto:info@wakayama-npo.jp



